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二つのスラブの衝突に起因する関東下のスラブ内地震の特異な分布と相転移の深さ

Anomalous distribution of intraslab earthquakes beneath Kanto and phase transformation
depth
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最近，我々（弘瀬・他，2007a,b；Nakajima & Hasegawa, 2007）は DDトモグラフィによる地震波速度イメージ，震源
分布及びメカニズム解から，西南日本下に沈み込むフィリピン海（PHS）スラブの位置・形状を求めた．また，より深部
までを対象とした地震波トモグラフィにより，伊豆北方に沈み込む PHSスラブを高速度域としてイメージすることに成
功した（中島・他，本大会）．その結果，西南日本下全域で，切れることなく波板のように変形し連続して分布する PHS
スラブの形状を捉えることができた．関東下では，この PHSスラブのさらに下を太平洋（PAC）スラブが沈み込んでい
る．今回，推定された PACスラブの形状からは，PHSスラブとの接触域で局所的に下に凹んでいる様子がみてとれる．
これは，二つのスラブの衝突の結果，PACスラブは接触域で局所的に下方に凹み，一方 PHSスラブは広域にわたって波
板のように変形していることを示唆する．
本研究では，上記の新しいプレートモデル及び再決定した震源分布に基いてこの地域下でのスラブ内地震について詳

細に調査した．その結果，スラブ内地震の活動も，二つのスラブの衝突（接触）により特異な分布をすることが明らかに
なった．北海道から東北地方にかけての領域では，PACスラブ内の上面（スラブ地殻内）の地震は，スラブ表面の等深線
に平行に深さ 70～90kmの範囲で帯状の地震活動の集中域（上面地震帯）を形成する（Kita et al., 2006）．我々は関東下
で，この上面地震帯がスラブ表面の等深線に平行ではなく斜交して深さ 100～150kmの範囲に分布すること，それは直
上の PHSスラブの遮蔽によりスラブ地殻の相転移が遅れるためであることを明らかにした（Hasegawa et al., 2007）．今
回の結果は，この予測の通り，上面地震帯がスラブ接触域を避けて分布することを明瞭に示す．さらにDDトモグラフィ
（辻・他，本大会）によると，相転移前に相当すると推定される，スラブ地殻の低速度域の及ぶ範囲が，関東下では異常
に深く，スラブ接触域全域にわたっていることが明らかになった．また，PHSスラブ地殻内の上面の地震もスラブ接触
域でのみ異常に深く，90km程度の深さまで分布している．一方，スラブマントル内の下面の地震は関東下のみで発生し
PACスラブが局所的に凹んでいる場所に集中するようにみえる．これらの観測事実は，１）スラブ内地震が脱水脆性化
により発生すること，２）二つのスラブの衝突がスラブ内地震の特異な分布を形成させることを，強く示唆している．


